
テーマ 氏名 クラス
1 森学習の山登り 林　秋美 (1-2)
2 川学習　ゴリの色々 吾妻　勇哉 (1-2)
3 海学習からサンゴの生態系へ 宮脇　亮 (1-2)
4 みんなで見た自然の宝「屋久島」in2014 西川　知孝 (1-1)
5 屋久島研修　太忠岳のまとめ 中野　珠里 (1-2)
6 西部林道 田邊　涼壱 (1-2)
7 世界自然遺産で生きる　～気候と生態系～ 川村　美穂 (1-1
8 四万十概論より 未定 (1-1)
9 全国高校生自然環境サミットin群馬 芝　美咲 (1-1)
10 魚梁瀬研修・四万十町森林組合 山脇　諒也 (2-2)
11 卒業研究より　EM菌の有用性について 佐竹　杏介 (3-2)
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環境学習報告会、迫る！ 
例年行われている環境学習報告会についてお知

らせします。 

２月 26 日（木）、13:30 より本校３階視聴覚室

において環境学習報告会が行われます。地域の皆

様で興味のある方はぜひお越しください。 

これは四万十概論という授業の一環です。発表

者は下表のように 1年生が中心となっていますが、

２年生からも 1名が研修報告、３年生からは卒業

研究の発表してくれるそうです。1-2Hは毎年恒例

の屋久島研修について。今回から 1-1Hの普通科か

ら選抜で参加できるようになり、２名が選抜され

屋久島に GO!しています。その二人が発表します。

皆さんどんな発表をしてくれるでしょうか。楽し

みです。また、先輩方の発表も今後に活かせれる

ようしっかりと聞きたいと思います。 

【環境教育部：福井先生より】 

「１年生の集大成なので発表を頑張ってくださ

い。聞く人は関心を持って、質問をしてください。」

と心引き締まるエールをもらいました。 

私も発表者の一人ですが、緊張のあまり早口に

なるのであせらないよう頑張ります。 

取材・文責 1-1 芝 美咲 

 

職場見学に行ってきました。 

１月 28 日

（水）に２年生

が２班に分か

れて職場見学

に行きました。

１班は、「株式

会社佐々木造

園」と「ハヤシ商事株式会社」に行き、２班は、「株式

会社サンシャインチェーン本部」と「ひまわり乳業株

式会社」に行きました。 

私は２班だったので、サンシャインとひまわり乳業

に行かせていただきました。 

サンシャインでは、仕事の内容、仕事のやりがい、

就職のときの面接の仕方などを教えていただき、惣

菜部門の調理現場などを見ることができました。普

段なかなか行けないところを見せてもらえ貴重な体

験になりました。話を聞いている中で一番心に残って

いるのは、「お客様が家に帰って料理しておいしく召

し上がるまでが私たちの仕事」という言葉でした。と

てもお客様のことを大事にしていると感じました。 

ひまわり乳業では、普段当たり前に飲んでいる牛

乳がどんなふうにできるか、仕事内容、働く意味など

を教えてくれました。話を聞いている中で、一番心に

残っていることは仕事とは「やりがい」があることが大

事ということです。給料が高いから仕事を選ぶと長続

きしないことを教えてくれました。 

私は将来やり

たい仕事が決ま

っているので、

やりがいを見つ

けて頑張ってい

きたいです。 

取材・文責 2-1 竹内 沙也加 



四万十町森林組合研修 
１月９日金曜日、２年２ホームで四万十町森林組

合研修に行かせていただきました。 

まず、間伐

現場に行き、

間伐などの体

験をさせても

らいました。間

伐をすること

で、日光が当

たりやすくなり

下草も生え、

下草があることで雨が降っても地面に雨水が浸み込

んで土砂が崩れるのを防ぐこともできます。これは結

の森などの活動を通して知ってはいたましたが、実

際の現場に行き整備されていく森林を見て、より確

かな知識になりました。また、高性能林業機械などを

使い間伐することを体験できたのはいい経験になり

ました。 

次に集成材工場を見学させてもらいました。目の

前で間伐された木が加工され、一つの物になってい

くことがすごいと感じました。間伐材は価値の低いも

のが多いといわれますが、集成材にし、活用できる

ようにされて価値を生み出しています。長く使えるも

のだと思うから、そういう間伐材を利用して作った家

具を使いたいと思いました。林業を仕事にすることは

大変だと思うのと同時に自然環境の維持にもつなが

るのでやりがいのある仕事だと思いました。 

取材・文責 2-2 伊與木 香寿美 

 

今年度最後！ホームマッチ 

2014年12月22日 ホームマッチが行われました。

しかし天気は雪。残念ながら屋外の競技はできず屋

内のスポーツに切り替わりました。男子はバレーボ

ール、バスケットボール。女子はバレーボール、ドッ

ヂボールでした。 

文化はトランプ、ジェンガ、オセロでした。 

 みなさんおつかれさまでした。私は室内スポーツに

出場していました。バレーでは結果は３位ということ

で最下位でしたが、バスケでは優勝できました。寒い

日でしたが、熱くなれた一日となりました。 

取材・文責 1-1 西川 知孝 



屋久島研修レポート 

【太忠岳登山】 

途中、荒川という川を渡りました。荒川はもの

のけ姫のサンとアシタカが始めて出会ったシーン

のモデルだそうです。登山道には樹齢二千年を超

える杉が立っていました。樹齢千年以上の杉を屋

久杉といいますが、とても迫力のある大きな杉で

した。 

屋久杉の間伐は江戸時代から近代まで行われて

おり、間伐の名残がありました。形の悪い木は試

し切りをされ、斧の跡が残っていました。江戸時

代の屋久杉の間伐は、人々の生活にとても重要で、

年貢のかわりにもなったそうです。さらに、屋久

杉の間伐は 13歳になった男の子がしており、屋久

杉を伐倒できたら一人前の大人として認められた

そうです。 

標高が高くなるにつれ、小さな植物が多くな

り、樹木はあまり見られませんでした。森林限界

といって、ある標高を境に森林が成立しないこと

をあらわしています。山頂はとても見晴らしのよ

い場所で、あたり一面山が広がっており、涼しい

場所でした。天柱石という神様が落としたといわ

れている大きくて不思議な岩がありました。島で

は毎朝、天柱石の方角を向いてお祈りをするそう

です。島の人たちは神様を大切にしていることが

わかりまし

た。登山に

４時間、下

山に３時間

と時間をか

けて太忠岳

を楽しみま

した。 

【西部林道】 

西部林道

は太忠岳と

違いたくさ

んの植物が

ありました。

屋久島は冬も暖かく、葉を落とす必要がないので、

とくに照葉樹の樹木が多く生えているそうです。

林道の中に入っていくとシカやサルから身を守る

ために、毒をもっていたり棘を生やしている植物

がたくさんありました。植物も生きていくために

工夫して生きていました。ガジュマルという変な

木もありました。ガジュマルはほかの木に寄生し

て前に進むように根を張る木です。標高が低く、

海に近い亜熱帯でしか生息のできない植物だそう

です。 

太忠岳とは違い、シカがたくさんいました。ヤ

クシカは日本で一番小さいシカだそうです。すご

く近くによっても逃げなくてワクワクしました。 

西部林道は二次林だそうで、一度人の手が入った

森でした。でも、長い年月をかけて元に戻りつつ

ある森です。二次林でも大きな森と感じましたが、

もともとはどのくらい大きかったのかと考えまし

た。 

【まとめ】 

屋久島での体験を終え、私は何を学び、成長で

きたのか考えてみました。地元の四万十町では見

ることのできないたくさんの自然や文化に触れ、

入学当時より自然に興味がわきました。たくさん

の話を聞くことで様々な自然の特徴を知ることが

できました。そして何より、心が成長したと思っ

ています。山登りなどで、あきらめないことがど

れだけ大切かを知ったような気がします。 

今までの体験も含めて、自然の大切さについて

より深く考えることができ、新鮮な体験になりま

した。         文責・1-2中野 珠里 

 



企画・編集 

 四万十高校生徒会 広報部 

お問い合わせ窓口：四万十高校総務部 

メール shimanto-h@kochinet.ed.jp 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.kochinet.ed.jp/shimanto-h/ 

電話 0880-27-0034  FAX 0880-27-0477 

  

学校ホームページも随時更新中。 

ぜひ QRコードからアクセスして 

ご覧下さい。 

日 曜 行　　　　　事 日 曜 行　　　　　事

卒業式

週明けテスト(数学） 振休

学年末考査①

高校入試Ａ日程
生徒振休

高校入試Ａ日程
生徒家庭学習

３年追試補習① 学年末考査②
漢字検定

３年追試補習② 学年末考査③
週明けテスト(国語)

３年追試補習③ 学年末考査④

2年就職ガイダンス

建国記念日 学年末考査⑤

３年追試補習④ 答案指導日①
人権LH

３年追試補習⑤ 答案指導日②

３年追試補習⑥

昇降口指導
週明けテスト(英語）

昇降口指導

終業式

春分の日

高校入試Ｂ日程

週明けテスト(数学）

学年末考査発表

環境学習報告会

合格者登校日

卒業式準備・予行

31 火

29 日

30 月

28 土 28 土

27 金 27 金

26 木 26 木

25 水 25 水

24 火 24 火

23 月 23 月

22 日 22 日

21 土 21 土

木

20 金 20 金

18 水 18 水

19 木 19

月

17 火 17 火

15 日 15 日

16 月 16

金

14 土 14 土

12 木 12 木

13 金 13

火

11 水 11 水

9 月 9 月

10 火 10

土

8 日 8 日

6 金 6 金

7 土 7

水

5 木 5 木

3 火 3 火

4 水 4

2 月 2 月

２　　　　月 ３　　　　月

1 日 1 日

関西大学と交流しています。 

昨年度から高大連携ということで関西大学と交

流事業が続いています。今までは大学側が四万十

町に来ての交流が主でしたが、この冬にテレビ会

議システムで交流を行っています。 

「1 日何

時間勉強し

てたの？」、

「志願理由

書にはどの

ようなこと

を書いたら

いいの？」

といった学習面の質問や「一人暮らしで困ったこ

とは？」といった生活面などについて関西大学の

方々が答えてくれています。 

最初は硬さのあった高校生も打ち解けることが

でき、真剣にメモを取ったり笑いあったりと、と

ても有意義な時間を過ごしています。今後も交流

予定ですのでさらに突っ込んだ話も聞けるのでは

ないでしょうか？興味のわいた方は気軽に参加し

てください。   文責 情報教育部 水田直樹 

編集後記 

 前号から随分と間隔があいてしまいました。この

紙面で紹介したこと以外にも報告記事はたくさんあり

ますが、それはまたの機会ということで・・・。 

2014 年度も残り 2 カ月を切りました。やり残しがな

いようにしっかりと学校生活を送りたいものですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行事予定 

 


